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本学では、今年10月の創立370周年の記念式典をメインに、各種のイベン

ト及び記念事業が予定されている。1639（寛永16）年、西本願寺第十三世良

如宗主の宿願が叶って、西本願寺境内に「学寮」（のち学林と改称）が創建さ

れてから、今年が丁度370年目に当るからである。真宗各派の先陣をきって

良如宗主が境内地に学寮を造立することを熱望したことについては、宗門

の教学機関を自らの主導のもとに設置しなければならない諸般の事情があ

った。幕藩制社会の成立に伴う新社会秩序下において、この秩序体系のなか

で宗教勢力としてその一翼を担い、新時代に宗門が堅実に立ち行くよう、大

教団の宗主として僧侶・門末を束ねるべく自身の立場を強く自覚するがゆ

えに、幾多の宗門的課題を達成して行かねばならなかった。教学・教化面に

おいては、なにはともあれ、その推進役たる末寺僧侶のための修学機関を本

山に設立することが急務であった。それというのも、当時の宗門内の僧侶身

分の内には、本気で宗学を研鑽したいとの気運が高まっていたからである。

近世前期には真宗伝播諸国に真宗寺院が次々に建立され、安定的寺院運営

が確立していくなかで、宗学研鑽・門徒教化の必要性もあって、本山での長

期修学が可能な末寺僧侶が次々と上山して来ていた。本山としても、そうし

た学問的志向性の強い学僧を宗門内に止め置いて、宗門の発展にとって有

用な人材を育成するには、本山内か、その周辺部に教育機関を設置すること

が急がれた。且つ彼らをして諸国に散在する末寺僧侶・門末衆の法義・風儀

を統率せしめるとともに、異義・異安心の発生を極力防止し、世俗生活に一

定の倫理性を植え付けるための教学と教化法を構築するための教学機関と

して、学寮の設置が是非とも必要だったのである。

ところで、龍谷大学の草創期を象徴する「学寮」が、最初は本願寺境内地西吟師影像

文学部教授 平田　厚志（図書館長）



に創建され、以後移転・一時取り壊し・再建といった紆余曲

折を経験しつつも、所化（学生）数の増加とともに飛躍的発

展の歴史を辿る経緯については周知の通りだが、教学施設

の充実化の歩みはその生命線たる図書の収集にも多くの努

力と献身が支払われて来たことを忘れてはならない。

現在、本学大宮図書館に西吟自筆本の『普門品抄』二巻、

『画図略要鈔』一巻本が収

蔵されている。西吟（1605

～1663）といえば、学寮初

代能化（学頭）に抜擢され

た学僧として著名だが、自

筆本が学林の蔵書として

本学図書館に収められて

いるのはごく自然のよう

に思われるかもしれない

が、収まる所に収まるには

それなりの経緯があったのである。学林蔵書となるいき

さつについては、学林運営の諸事記録たる『学黌万検雑

牘』（巻二）天明四年条によれば、

「入蔵目録

普門品抄　巻二　画図略要鈔　巻一

右二部、成規講主応小倉侯之請、所選事如伝載、今茲十

月書肆某偶得講主手択本来告、校衆乃議蔵之、価如別記」

とある如くである。

上掲の二書は、西吟（諡成規院）が自坊である豊前国小

倉永照寺に在住の折、彼の才覚を高く買っていた小倉藩

主・小笠原右近忠真の依頼を請けて講義献上した貴重な手

択本（自筆本）であるが、天明四年（1784）学林出入の書肆

某が、偶然入手したこの貴重本を学林に持ち込み、学林校

衆協議のうえ、何某かの価格で購入したというのである。

後学の私たちは、大宮図書館で所定の手続きをした上で

これらの貴重書を閲覧できるのだが、本書が本図書館に

現在までも散逸することなく、営々として所蔵されてい

るのは、先人たちの慧眼と弛まぬ努力の御蔭であること

に想いを馳せることがあってもよいであろう。

初代能化西吟は、いわゆる「承応の鬩牆」に巻き込まれ

て失脚し、晩年は不遇のうちに自坊で終焉を向かえたが、

能化時代には時機を敏感によんだ斬新な教学をひっさげ

て良如宗主の絶大な信任を得、「制法七条」「制法十二条」

を制定して所化教育を軌道に乗せるなど、「学寮」の整備・

充実に努め、図書閲覧制度にも着手していた。『龍谷講主伝』

西吟伝には、「慶安二年、中村氏施銀四百両、新建衆寮、

施数十部書」とあり、「学庠大衆位職制法序」には「捨頭、會

中、有借求蔵書者、輙與之記帳」とある。これらの記事から、

西吟は「衆寮」と称する経蔵と蔵書を外護人の中村氏の寄

贈によって新築・収集し、且つ、蔵書の出納事務にあたる

「捨頭」という役職を置き、閲覧形態の図書利用制度を実施

していたことが窺える。学寮創建からほどなく、図書館運

営の原初的形態の運用をはじめていたのである。

その後、『雑牘』（巻二）天明三年（1783）七月条、及び十

一月条に、智洞老満をチーフとした数名の人員で、「蔵外

之続書円満之取組」「蔵書具備之用事」を敢行したとある。

智洞（のちに能化）は、学林経蔵に入蔵の多数の図書を再

整理し、未収蔵の図書を確認するなどして、林蔵をより

充実させる作業を僅か三ヶ月余りで完了させたのであ

る。これこそが龍谷学黌大蔵の成立であり、この作業で

完成をみたのが『龍谷学黌大蔵目録』であった。
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『普門品抄』二巻
書外題は「普門品鈔　全」。

『画図略要鈔』の巻頭
「画図略要鈔　并序」
蔵書印「龍谷學黌大蔵書」の左横に「釋　西吟　造」とあり。

『普門品抄』
末尾に蔵書印「龍谷學黌大蔵書」、
裏表紙見返しに
「成規院師直筆之書　学林之珍重也」とあり。
成規院は西吟の諡号。



大宮図書館では、2008年4月より大塚巧藝新社から寄贈

をうけたコロタイプ印刷原版の整理を進めてきました。

コロタイプとは、写真技術と同時代にフランスで開発さ

れた印刷技術のひとつであり、美しいガラス板を原版に用

いることから、日本では瑠璃版ともよばれ、明治の初めか

ら昭和まで広く用いられた印刷技術です。この印刷技術で

は、現在広く使われているオフセット印刷と異なり、連続

階調表現による濃淡の微妙な変化や筆線の繊細な表現が、

原本と同様に再現することができます。また耐候性、耐久

性に優れる顔料を多く含むインクを用いることで、他の印

刷技術に比べ極めて堅牢な印刷面を作ることから保存性

も格段に優れた印刷技術として知られています。

大塚巧藝新社の前身ともいえる「大塚巧藝社」は、この

コロタイプ印刷による出版、複製で著名な会社であり、と

くに、美術・文化資料の複製においては巧藝画という新た

な出版ジャンルを形成したことでも知られています。

今般、同社よりコロタイプ印刷原版12,000枚、film原版

19,000枚、コロタイプ印刷紙面765枚にのぼるコレクシ

ョンの寄贈を受けました。貴重資料の複製を目的とした

コロタイプ印刷は、昨今のデジタル複製の経済的優位か

ら、その市場規模を縮小してきていますが、印刷・複製技

術史から見ても貴重な文化資料でもあります。原版の中

には、三帖和讃、教行信証を含む多くの真宗・仏教関係の

原版をはじめ、1960年代に撮影された『混一疆理歴代国

都之図』の縮小原版（岩波書店刊『大航海時代　第一期別

巻』）などの資料が含まれています。

また大半を占める日本画の乾板は国宝級の作品もあ

り、時代的には近世から現代まで日本を代表する作家の

作品が多数含まれています。古文書についても宗教、政

治、経済、文学と多岐にわたり、今回の目録整理とバック

ライト照明によるデジタル撮影から、今後の諸研究に資

することが期待されます。
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オフセット印刷の拡大図（網点による濃淡表現）

『混一疆理歴代国都之図』の縮小原版（上部バックライト照明）
と岩波書店刊『大航海時代　第一期別巻』

コロタイプ印刷の拡大図（超微細顔料による連続階調）

C O L L E C T I O N
大宮図書館　コレクション紹介

大塚巧藝社コロタイプ印刷原版
コレクション （寄贈：大塚巧藝新社）



『チベットわが祖国：ダライ・ラマ自叙伝』（中公文庫）
ダライ・ラマ著　木村肥佐生訳　中央公論新社 2001年

（初版1986年、亜細亜大学アジア研究所刊）

輪廻転生……。はたして死は「人生の終わり」なの
であろうか、それとも「新たな生の始まり」を意味す
るのであろうか。
ある日、突然、一人のチベット人少年が観音菩薩

の生まれ変わりだと告げられる。その選び方は、チ
ベットの伝統と習慣にもとづいたもので、前世で使

っていた物を本人に選ばせるくだりはユーモラスでさえある。自
らの意志ではなく、与えられた人生の役割であったけれども、第
二次大戦前後の激変する時代の流れの中で、チベットの運命を一
身に背負った少年が、生きとし生けるものの幸福を願い、チベッ
トの民衆とともに苦難の人生を力強く生きていく姿は感動的であ
り、読む者に勇気を与えてくれる。豊かさの中にあって、むしろ生
きる意味を見出せないでいる我々に、忘れかけていた大切な何か
を教えてくれるのではないか。これは、ノーベル平和賞を受賞し
たダライ・ラマ14世の自伝であり、「クンドゥン」というタイトル
で映画化されている。

文学部教授
能仁 正顕

『海馬：脳は疲れない』（新潮文庫）

池谷裕二糸井重里著　新潮社　2005年

非常に乱暴な表現だが、脳みそは筋肉と同じだと
私は思っている。使わなければ弱くなるし、コンス
タントに使えばその能力は高まる。この本を読むと
そうした漠然とした考えの裏付けとなる話がたくさ
んでてくる。
本書は脳に関する様々な研究成果について、気鋭

の脳科学者である池谷裕二東大准教授にジブリ作品などを手がけ
る著名コピーライター糸井重里氏が話をきく対談集である。
思考力の成長期があるとすれば、身長の成長が止まった10代後

半から20代ではないだろうか。この時期になにを考えたか、そのた
めに頭がしびれるくらい使ったかどうかが、なにを教えられたか
よりずっとのちのちまで効いてくる。入学したばかりの学生の総
じてどことなくあいまいだった顔が、卒業する頃には引き締まっ
たいい顔になっていたり、あいまいなままだったりとバラツキが
でてくるのも、この経験の濃淡にあるのではないか。
新しいスタートを切り、頭に適度な刺激を受けたい人に最適な

書です。

経営学部准教授
藤岡　章子

『都市型社会と防衛論争：市民・自治体と「有事」立法』
（地方自治ジャーナルブックレット No.33）

松下圭一著　公人の友社　2002年

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。私
が皆さんくらいのころ心に滲みた物語「悟浄嘆異」
（『山月記』所収）をご紹介しようか、専門に近い本を
ご紹介しようかと悩み、後者にしました。ブックレ
ットなので薄く、手軽に読めるのも魅力です。
私たちは、「これが当たり前」と認識しているもの

のうえに暮らしている、とは限りません。私たちが持っている感
覚が、昔から不変のものであるとも限りません。常識や無自覚の
前提を一枚めくってみると、そこにはまったく違った世界が広が
っているのかもしれません。
本書は、その「一枚」をめくってみせる本です。戦争と防衛をめ

ぐり、今日の社会構造から導かれる事実をふまえると、いま語ら
れている前提がいかにもろいものか驚かれるでしょう。驚きすぎ
て受け入れがたいかもしれません。しかし、そこで示される「いま
の社会」のすがたを、みなさん自身が検証できるはずです（読後に
は、収録論文の初出年にも注目を）。そのとき、社会科学という学
問のもつ力を感じていただけるのではないでしょうか。

法学部准教授
土山希美枝

『Toppamono』
著者　Manabu Miyazaki 

出版社 Kotan Publishing 2005

This surprising memoir begins and ends near

Ryukoku, and touches on Japanese university life,

albeit in Tokyo during the turbulent 1960s. It is a

larger-than-life story that reveals various hidden

aspects of society.

Born the son of a Fushimi crime boss in 1945,

Miyazaki grew up among gang members and social

misfits. His eventual conversion to Marxism led him into the

violent world of '60s student radicalism. After dropping out of

Waseda and traveling around South America, he became a

reporter on the weekly magazine Shukan Gendai. Called back to

Kyoto to run the family demolition business, he plunged into a

storm of bankruptcy, debt and deceit. This led to his becoming

the chief suspect in a sensational and unsolved crime and being

nearly killed in a restaurant shooting. 

Toppamono offers a sophisticated and unique perspective of

Japan's postwar half-century. Miyazaki is scathingly critical of

especially banks and bureaucrats, questions Japanese

democracy, and enlightens on the underworld.

原本の日本語版の書名は「突破者　戦後史の陰を駆け抜けた50年」です。

宮崎学著　新潮社　1998年

経済学部准教授
ドールトン　フラ
ンク　アーウイン
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『大槻教授の最終抗議』（集英社新書）

大槻義彦著集英社　2008年

誤植ではない。これはオカルトが蔓延する日本社
会への「抗議」である。著者は言わずと知れたオカル
トバスター教授として名高いが、それを始めた動機
はライフワークである「火の玉」研究にあった。幼
少時に確かに見た「火の玉」の成因を、純粋に科学的
に研究しようとした著者にとって、「火の玉」を霊魂

などと結びつけるオカルトと一緒くたにされてはたまらない。オ
カルト叩きは言わばポーズだったのである。ところがオウム真理
教による地下鉄サリン事件が、著者の考え方を一変させた。なん
と隣の研究室の院生3人がオウム信者であったからである。そこ
で日本の科学教育は根本的なところで間違っていたと著者は指摘
する。そのためには、科学者は広く一般市民にも科学を啓蒙して
いく責任を果たさなければならないと言う。断固オカルトなどを
認めてはいけないのだ。本書ではさらに、スピリチュアルや血液
型占い、果ては星占いへと攻撃の手を緩めない。文系・理系を問わ
ず、迷信に囚われず科学的な考え方を学ぶための良い題材である。

理工学部講師
白神　達也

『お笑い進化論』（青弓社ライブラリー）

井山弘幸著　青弓社　2005年

テレビは見るな。テレビからは脳を劣化させる磁
波が出ている……。などと昔は言われたものだが、
今時そんなことをいっても通用しないだろうから、
せめてこういおう。どうせ見るなら、自分なりの“ツ
ッコミ”を入れながら見ろ、と。
たとえばお笑い番組である。芸人の“ボケ”に相方

が“ツッコミ”を入れる。それがおかしくてゲラゲラ笑う。それだ
けで時を過ごしてしまうなら、脳は劣化するばかりだ。そうでは
なくて、その“ツッコミ”に対して君がまたすかさず“ツッコミ”
を入れるのである。この“メタ＝ツッコミ”が機能するには、対象
となった芸人の“ツッコミ”はもちろんのこと、それが対象とし
た“ボケ”、さらにはその“ボケ”を誘発した背景など諸々を構造的
に把握していることが前提となる。脳は劣化のしようがないわけ
だ。
そういわれても、具体的にどうツッコめばいいのか、方法がわ

からない？ それぞれの分野に虎の巻があるものだ。お笑いに関し
てはこれである。

国際文化学部教授
佐々木英昭

『大学生のためのレポート・論文術』（講談社現代新書）

小笠原喜康著　講談社　2002年

大学生になったら、レポートの提出を求められるこ
とが多くなります。この本は、そんな皆さんの大学生活
におけるバイブル的な存在となってくれるでしょう。
なぜならこの本は、入学当初からすぐに役立つレ

ポートの書き方から、最終的には卒業論文執筆の手
順までを解説してくれています。

また、作成したレポートの提出方法についても説明してくれて
います。最近増えているe-mailでの提出のルールもこれを読むと
理解できると思います。
まさに今から大学生活を始める新入生の強い味方となってくれるでしょう。
しかし、すでに在学している人も今からでも遅くはありません。
この本を手元に置いて、レポート・論文作成の際、何回も読み直し、
良いレポート・論文を作成してください。
大学に入学すると、「生徒」から「学生」に呼び名が変わります。

呼び名が変わるだけではなく、中身もしっかりと変わって下さい。
そのための方法のひとつをこの本は教えてくれるでしょう。

短期大学部准教授
黒川雅代子

『アクロイド殺し』（ハヤカワ・ミステリ文庫 1-45）
アガサ・クリスティ著　田村隆一訳

早川書房　1979年

数あるクリスティの作品の中でも異彩を放つ一篇
である。私自身学生時代にこれを読んで受けた衝撃
は忘れられない。推理小説とはいえ、文学史上でも
最も有名な作品の一つであり、人文科学の諸分野で
度々取上げられている。ネタバレを避けるため内容
の詳細は語れないが、これは犯人が判って終わり、

という作品ではない。「これはペテンだ」と憤慨して読み返してみ
ると、作者がそのような非難を回避するために実に巧妙に、注意
深く表現を選んでいることに気づかされる。まさに「語り」は「騙

かた

り」であり、そこにあるのは「レトリックのトリック」なのである。
このように物語分析という点からも興味の尽きない作品である
が、純粋に謎解きを楽しみたいという人、特に思いきり騙されて
みたいという人にお勧めである。小説になじみがない人も、この
ような上質のミステリーを入口に、その楽しさを知って欲しい。
どんな小説にも必ずサスペンスやサプライズはあるのだから。

社会学部教授
堀田　知子

05LIBRARY NEWS

新入生に薦めたいこの1冊
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はじめに
学生の皆さんの中には、英語に興味を持ち、これから

「英語の能力をどんどん高めていきたい」というような希

望をお持ちの方は、たくさんおられると思います。

英語の能力は、ご存知のように「読む力」・「書く力」・

「話す力」・「聴く力」という4つの能力をあげることがで

きます。しかし、日常生活で英語を使用しない私たちに

とっては、これらの4つをすべて備えることは非常に難し

いことです。

特に、英語を生きた言葉として身に付けるには、母親

や家族の言葉を耳で聞き、口に出して真似て少しずつ言

葉を理解していったように、ネイティブスピーカーの音

声を聴き取るための訓練や、ネイティブスピーカーの音

声を真似て発音する訓練等を繰り返し、充分に時間をか

けて継続していくことが必要です。

そこで今回は、「リスニング」を切り口にしながら、英語

力全般の能力向上に役立つ図書資料を紹介します。これか

ら紹介する図書資料には、付録としてネイティブスピーカ

ーの朗読や実際の会話を録音したCDが付与されています。

これらの図書資料に是非チャレンジしてみてください。

段階的にリスニング等の能力をのばす

『来・ぶらり』第36号（2007年9月発行）において、「図書

館の使い方－英文読解力向上のための図書資料の紹

介－」を掲載しました。そして、その中で、難易度の比較

的低いレベルの本から高いレベルの本へと読み進めてい

く「Graded Readers」と呼ばれる図書として『Penguin

readers』を紹介しました。このシリーズは、レベルに応

じて文章に使用される単語数や文法が制限されていま

す。本学図書館には、現在400冊以上を所蔵しています。

このうち2006年以降に発行された図書については、付録

としてCDが付与されています。

Ⅱ

Ⅰ ネイティブスピーカーの音声

を繰り返し聞いて理解する、音声

を真似て音読するという訓練を

通して英文にとことん馴染んで

ください。これらの訓練を繰り返

し行うことは、リスニングはもち

ろん、速読と英文のまま（日本語

に直さず）意味を理解する能力の

向上につながります。

ペンギン・リーダーズ：Penguin Readers（ロングマン社）
（※深草図書館と大宮図書館で所蔵しています。）

※レベル区分：（ ）内は基本単語数を示しています。

Easystarts （200）

Level 1  Beginner （300）

Level 2  Elementary （600）

Level 3  Pre-Intermediate （1200）

Level 4  Intermediate （1700）

Level 5  Upper Intermediate （2300）

Level 6  Advanced （3000）

リスニングに行き詰った時

リスニングに臨んでも、どうしてもネイティブスピー

カーが発する音声が聴き取れない場合もあるかと思いま

す。そもそも聴き取れないことには、その単語や文章を

正確に発音することもできません。また、黙読するにし

ても読み取ることもできません。CDの音声のスピードで

英語のまま意味が理解できるようにならなければ、読ん

で英文のまま理解できるようにならないというわけで

す。そんなときは、英語の発音の基礎に戻るのが適切だ

とされています。そして、次のような図書に挑戦される

ことをお薦めします。

Ⅲ

図書館事務部石田　義憲

図書館の使い方
～英語力向上のための図書資料の紹介～

Pirates of the Caribbean
（Penguin readers ; level 2）
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『最強のリスニング；100万語［聴破］

CD「CNN編」』

朝日出版社

このシリーズは、アメリカのCNNテレ

ビの放送番組をピックアップしたも

のであり、「ハリウッド映画スター・インタビュー」や

「ビル・クリントン大統領就任演説」などライブ感にあ

ふれた音声が収録されています。

※このシリーズとは別に「オバマ大統領就任演説」もあります。

学生の皆さんへ

今回は、「リスニング」を切り口にしながら、英語力全般の

能力向上に役立つ図書資料を紹介しました。しかし、これら

は本学図書館の所蔵資料のうちごく一部にしかすぎませ

ん。さらに「リスニング」・「英語音声学」・「ヒアリング」・

「英語視聴覚」等のキーワードを用いてR-WAVE（龍谷大学

蔵書検索システム）を駆使して本学の所蔵資料について検

索を行い、ご自分が関心を持てる資料を捜してください。

色々な教材をじっくり試せることは、図書館の大きなメリ

ットと言えます。そして、これぞという資料が見つかれば、

自分で購入して、本格的に訓練を継続するということでも

良いと思います。もし、自分の関心を持ったもので本学にな

いものがあれば、図書館にリクエストしてください。

さらに、自分自身で判断できない場合は、英語担当の先生

に指導を仰いでください。きっといい資料を見つけること

ができると思います。将来英語を使う機会は今以上に増え

ることは間違いないことだと思います。頭でわかっただけ

ではまったく役にたちません。英語力は、地味な努力を継続

した者だけが身につけられるご褒美のようなものかも知れ

ません。学生の皆さんが、本学図書館の所蔵資料を有効活用

し、有意義な学生生活を送られることを願っています。

Ⅴ

『リスニングはこう学べ　英語の音か

ら徹底マスター』

杉野健太郎、ジョセフ・ラウアー著　

日本実業出版社　2008.10

『日本人のための英語音声学レッスン』

牧野武彦著　

大修館書店　2005.7

『英語リスニング科学的上達法：英語

上達への第一歩：XP対応』

山田恒夫、ATR人間情報科学研究所著

講談社　2005.6

リスニングを楽しむ

リスニングは、継続することが必要です。そのために

も、自分にとって興味を持てる題材を選んでください。

本学図書館では、次のような図書資料を所蔵しています。

『IBCオーディオブックス やさしい英

語を聴いて読む』

IBCパブリッシング

このシリーズは、やさしい英語で書か

れたストーリーを聴き、楽しみながら

英語リスニング能力等を向上できるよう編集されて

おり、収録された音声は日本の英語学習者に最適な語

彙や朗読スピードとなるよう工夫されています。

Ⅳ
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国際交流基金京都支部の図書館は、外国人日本研究

者に対し、日本理解に役立つ図書の閲覧と貸出を行う

という目的をもって京都の地に長きにわたって運営さ

れてきました。しかしながら、行政改革という時代の大

きな波の中で、国際交流基金も組織の再編成や見直し

に取り組むことが求められることとなり、本年2月に京

都支部の移転に伴い、多くの利用者に惜しまれながら

も廃止されることとなりました。

京都支部図書館では、残された所蔵資料の有効活用

策として関西圏の図書館にて受入可能な図書館を探し

ておられました。幸いにも、寄贈可能な資料が瀬田図書

館の資料収集方針や蔵書構成とも合致していることか

ら、国際交流基金のご意向に沿う形で、本学図書館に寄

贈頂くことになりました。

国際交流基金から寄贈頂きました1,838冊の図書は、

主に外国語で書かれた日本の社会、文化、歴史、地理、

文学等の事情を紹介した研究書です。これらの図書に

は、次の「謹呈国際交流基金」のシールが表表紙または

裏表紙の内側部分に貼

られています。図書は、

順次整理され、瀬田図書

館に所蔵し、教育研究に

有効に活用していきます。

国際交流基金の概要

1972年に日本を代表する唯一の公的な国際文化交流

機関として発足しました。発足当初は外務省所管の特

殊法人でしたが、2003年に独立行政法人化されました。

現在、本部（東京）と京都支部、2つの附属機関（日本語

国際センター〈埼玉〉、関西国際センター〈大阪〉）、海外

19カ国・20都市の21拠点をベースに文化芸術交流事業、

海外における日本語教育事業、日本研究・知的交流事業、

情報提供・国内連携などの活動を行っておられます。

京都支部は、国際交流基金の発足と同時に開設され、

国内唯一の支部として関西地区の関連団体とのネット

ワークの構築に取り組む一方、関西に滞在する留学生

や外国人の方々に日本の文化にふれて頂く機会を提供

する「国際交流の夕べ－能と狂言の会」や日本映画の

上映会、セミナーなどの自主事業も行っておられます。

2009年2月に京都市国際交流センター3階（京都市左京

区）へ移転されました。

国際交流基金

http://www.jpf.go.jp/j/about/outline/index.html

国際交流基金から本学図書館に
1,838冊の寄贈を受けました。

瀬田図書館に搬入された国際交流基金寄贈図書

「来・ぶらりのバックナンバー
は、龍谷大学図書館のホームペ
ージでご覧頂けます。」
http://opac.lib.ryukoku.ac.jp
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